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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータラインと複数のゲートラインとの交差部に液晶セルがマトリックス形態で
配置されるドット反転方式の液晶パネルの駆動方法において、
　ｎ－２（ただし、ｎは０以上の整数）番目ゲートラインに接続された前記液晶セルに対
応するｎ－２番目データを前記データラインに供給する段階と、
　前記ｎ－２番目データがｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルに供給されるよう前
記ｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルのデータ供給チャンネルを開通する段階と、
　前記ｎ－２番目データがｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルに供給されるように
前記ｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルのデータ供給チャンネルを開通すると同時
に前記ｎ－２番目データが前記ｎ－２番目ゲートラインに接続された液晶セルに供給され
るよう前記ｎ－２番目ゲートラインに接続された液晶セルのデータ供給チャンネルを開通
する段階とを含み、
　前記駆動方法が、
　プリ・ゲート・スタート・パルスを第１入力ラインに供給する段階と、
　前記データ供給チャンネルのデータ出力を制御するデータ・エネーブル信号を第２入力
ラインに供給する段階と、
　前記第１入力ラインからのプリ・ゲート・スタート・パルスを前記データ・エネーブル
信号の１クロック遅延させる第１の遅延段階と、
　前記第１の遅延段階により遅延されたプリ・ゲート・スタート・パルスを前記データ・
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エネーブル信号の１クロック遅延させる第２の遅延段階と、
　前記第１入力ラインからのプリ・ゲート・スタート・パルスと前記第２の遅延段階によ
る出力信号とを排他的論理和演算して第１及び第２ゲート・スタート・パルスを連続に出
力する段階を含み、
　フレーム毎に前記ゲートラインのうちの１番目及び２番目ゲートラインと接続された液
晶セルがブランキング期間に供給されるデータ信号により充電され、
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルに供給されるデータ信号の極
性反転はアクティブデータ信号が供給される最小２クロック時間前になされ、
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルにデータを供給するのに必要
なゲート及びデータ制御信号は実効データになる最小２クロック時間前に供給されること
を特徴とする駆動方法。
【請求項２】
　液晶パネル上に多数のデータラインと多数のゲートラインとの交差部に液晶セルがマト
リックス形態で配置されるドット反転方式の液晶パネル駆動装置において、
　前記パネル上のデータラインにデータを供給するためのデータ駆動直接回路と、
　ゲート・スタート・パルスに応答して前記液晶パネル上のゲートラインを順次的に駆動
するためにゲート駆動直接回路と、
　前記ｎ（ただし、ｎは０以上の整数）番目データラインにｎ－２番目データラインに対
応するデータが供給されるよう第１及び第２ゲート・スタート・パルスを連続発生して前
記ゲート駆動直接回路に供給するプリチャージング・ゲート制御部とを具備し、
　前記プリチャージング・ゲート制御部が
　プリ・ゲート・スタート・パルスが供給される第１入力ラインと、
　前記データ駆動直接回路のデータ出力を制御するデータ・エネーブル信号が供給される
第２入力ラインと、
　第１入力ラインからプリ・ゲート・スタート・パルスをデータ・エネーブル信号の１ク
ロック遅延させる第１のＤフリップ・フロップと、
　前記第１のＤフリップ・フロップにより遅延されたプリ・ゲート・スタート・パルスを
データ・エネーブル信号の１クロック遅延させる第２のＤフリップ・フロップと、
　前記第１入力ラインからのプリ・ゲート・スタート・パルスと前記第２のＤフリップ・
フロップの出力信号とを排他的論理和演算して前記第１及び第２ゲート・スタート・パル
スを連続に出力するゲート素子とを具備し、
　フレーム毎に前記ゲートラインのうちの１番目及び２番目ゲートラインと接続された液
晶セルがブランキング期間に供給されるデータ信号により充電され、
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルに供給されるデータ信号の極
性反転はアクティブデータになる最小２クロック時間前になされ、
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルにデータを供給するのに必要
なゲート及びデータ制御信号は実効データになる最小２クロック時間前に供給されること
を特徴とするドット反転方式の液晶パネル駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は液晶表示装置において、特に高解像度の画像を実現するために適合するドット
反転方式の液晶パネル駆動方法及びその装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　通常の液晶表示装置は液晶パネル上の液晶セルの光透過率を調節することでビデオ信号
に当たる画像を表示するようなる。
【０００３】
　図１を参照すると、従来の液晶表示装置は液晶パネル（３）と、液晶パネル（３）にデ
ータ信号を供給するデータ駆動ＩＣ（Integrated　Circuit）（１）と、液晶パネル（３
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）にスキャン信号を供給するゲート駆動ＩＣ（２）とを具備する。
【０００４】
　液晶パネル（３）には多数の液晶セルとこれらの液晶セルのそれぞれに供給されるデー
タ信号を切り換える薄膜トランジスタ（Thin　Flim　Transistor；以下″ＴＦＴ″という
）が設置されるようなる。多数の液晶セルはデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）とゲート
ライン（ＧＬ１乃至ＧＬｎ）が交差する交差部にマトリックス形態で配列され、これと共
にＴＦＴ等も交差部それぞれに位置するようなる。
【０００５】
　ゲート駆動ＩＣ（２）は各ゲートライン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）を駆動するための多数の
ステージを含めたシフトレジスタで構成され、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）に応
答してゲートライン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）を順次駆動する。
【０００６】
　ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）がゲート駆動ＩＣ（２）に供給されるとゲート駆
動ＩＣ（２）は図２に図示されたところのよう液晶パネル（３）上のｍ個のゲートライン
（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）に順次的にゲート駆動パルスを供給することでｍ個のゲートライン
（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）が順次的に駆動されるようする。そうすると、液晶パネル（３）上
のＴＦＴは１ゲート分ずつ駆動され１ゲートライン分ずつ液晶セルにデータ信号が順次的
に供給される。
【０００７】
　データ駆動ＩＣ（１）はシフトレジスタとラッチを含めて、データシフトクロック（Ｄ
ＳＣ）に応答してデータビットをシフトさせて、データ出力エネーブル（ＤＯＥ）信号に
応答して１ライン分のデータをデータラインなど（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に同時に供給する
。
【０００８】
　データ出力エネーブル（ＤＯＥ）信号がデータ駆動ＩＣ（１）に供給されると、データ
駆動ＩＣ（１）それぞれはゲート駆動パルスが発生される毎にｎ個のデータ信号をｎ個の
データライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）にそれぞれ供給するようなる。データ駆動ＩＣ（１）
のそれぞれで発生されるｎ個のデータ信号は隣接したデータラインなどの配置順序により
交番される極性を有するようなる。また、データ駆動ＩＣ（１）のそれぞれで発生される
ｎ個のデータ信号などはフレームが進行されることにより交番的に変更される極性を有す
る。
【０００９】
　液晶表示装置では液晶パネル上の液晶セルなどを駆動するためにライン反転方式（Line
　Inversion　System）、コラム反転方式（Column　Inversion　System）、ドット反転方
式（Dot　Inversion　System）などが使用されている。
【００１０】
　この中でドット反転方式の液晶パネル駆動方法は図３Ａ及び図３Ｂでのようにゲートラ
イン上で隣接した液晶セルとデータライン上で隣接する液晶セルに相反されるデータ信号
が供給されるようにすることと共にフレーム毎に液晶パネル上のすべての液晶セルに供給
されるデータ信号の極性が反転されるようにする。再度、ドット反転方式では、奇数番目
フレームのビデオ信号が表示される場合に図３Ａでのように左側上段の液晶セルから右側
の液晶セルに進行することによりそして下側の液晶セルなどへ進行することにより、正極
性（＋）及び負極性（－）が繰り返して表れるようにデータ信号が液晶セル上の液晶セル
にそれぞれ供給されるようなる。反対に、偶数番目フレームのビデオ信号が表示される場
合には図３Ｂでのように各液晶セルに供給されるデータ信号の極性が奇数番目フレームと
相反に反転される。即ち、左側上段の液晶セルから右側の液晶セルへ進行することにより
そして下側の液晶セルへ進行することにより正極性（＋）及び負極性（－）が繰り返して
表れるようにデータ信号が液晶セル上の液晶セルにそれぞれ供給されるようなる。例えば
、図４に図示されたことのように連続される二フレーム、即ち３番目フレームと４番目フ
レームの液晶セルにはゲートライン（ＧＬ）にゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）が印
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加される１水平同期信号期間（Ｈ）の間、相反された極性のデータ信号が供給されるよう
になる。
【００１１】
　このように、ドット反転方式は垂直及び水平方向に隣接する液晶セルに供給されるデー
タ信号と相反された極性のデータ信号が任意の液晶セルに供給されるようにすることで優
れた画質の画像を提供するようになる。このような利点により、最近にはドット反転方式
の液晶パネル駆動方法が主に使用されている。
【００１２】
　図５を参照すると、ドット反転方式の液晶パネルでは連続される二フレームの１番目液
晶セルにゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）が供給されると共にデータ信号が液晶セル
に充電されるようになる。この時、連続される二フレームの液晶セルには極性が反転され
たデータ信号が充電されるようになる。例えば、３番目フレームの１番目の液晶セルに正
極性（＋）のデータ信号が充電されるようになり、反対に４番目フレームの１番目液晶セ
ルには負極性（－）のデータ信号が充電されるようになる。
【００１３】
　最近、液晶表示装置の高解像図の流れにより解像度を高めるために高速駆動動作が必要
となる。このために、供給されるゲートパルスの幅を小さくして駆動するようになる。こ
れにより水平同期信号期間は短くなると共に液晶セルにデータ信号を供給する時間も減る
ようになる。
【００１４】
　繰り返すと、解像度が高くなるほど同一の時間に供給すべきデータ信号の量は多くなる
ためにゲート・パルスが印加される時間（ｃ）は減るようになる。これと共に、液晶セル
に供給すべきデータ信号が多くなりながら、データ信号をロードするのにかかるスイッチ
ング時間（ａ）は伸びるようなる。これにより、液晶セルにデータ信号を充電するのに必
要な充電時間（ｃ）は短くなり、液晶セルにデータ信号を充電する時間が不足するような
る。
【００１５】
　また、ドット反転システムで奇数番目フレームの液晶セルに正極性（＋）のデータ信号
が印加されると偶数番目フレームの液晶セルには負極性（－）のデータ信号が印加される
。これにより、二フレームの液晶セルに供給されるデータ信号は正極性（＋）で負極性（
－）に変えなければならないのでデータ信号をスイッチングするレベルが大きくなる。即
ち、データ信号のスイッチング時間（ａ）が長くなる。
【００１６】
　結果として、高解像度になるほどゲート・パルス（ＧＰ）が印加される時間（ｃ）は解
像度別に一定であり、データ信号のスイッチング時間（ａ）が長くなるので実際に液晶セ
ルにデータ信号が供給される時間（ｂ）は短くなるしかない。従って、データ信号が液晶
セルに完璧に充電されなくて画像を具現時に色又は明るさが歪曲される現象が現れるよう
なる。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
　従って、本発明の目的は高解像度の画像を具現するために適合するドット反転方式の液
晶パネル駆動方法及びその装置を提供することにある。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明によるドット反転方式の液晶パネル駆動方法はｎ－
２（ただし、ｎは″０″以上の整数）番目ゲートラインに接続された前記液晶セルに対応
するｎ－２番目データを前記データラインなどに供給する段階と、前記ｎ－２番目データ
がｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルに供給されるよう前記ｎ番目ゲートラインに
接続された液晶セルのデータ供給チャンネルを開通する段階と、前記ｎ－２番目データが
ｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルに供給されるように前記ｎ番目ゲートラインに



(5) JP 4152627 B2 2008.9.17

10

20

30

40

50

接続された液晶セルのデータ供給チャンネルを開通すると同時に前記ｎ－２番目データが
前記ｎ－２番目ゲートラインに接続された液晶セルに供給されるよう前記ｎ－２番目ゲー
トラインに接続された液晶セルのデータ供給チャンネルを開通する段階とを含むことを特
徴とする。
【００１９】
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルに供給されるデータ信号の極
性反転はアクティブデータ信号が供給される最小２クロック時間前になすことを特徴とす
る。
【００２０】
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルにデータを供給するのに必要
なゲート及びデータ制御信号は実効データになる最小２クロック時間前に供給されること
を特徴とする。
【００２１】
　本発明によるドット反転方式の液晶パネル駆動装置は液晶パネル上に多数のデータライ
ンと多数のゲートラインとの交差部に液晶セルがマトリックス形態で配置されるドット反
転方式の液晶パネル駆動装置において、前記パネル上のデータラインにデータを供給する
ためのデータ駆動直接回路と、ゲートスタートパルスに応答して前記液晶パネル上のゲー
トラインを順次的に駆動するためにゲート駆動直接回路と、前記ｎ（ただし、ｎは″０″
以上の整数）番目データラインにｎ－２番目データラインに対応するデータが供給される
よう第１及び第２ゲート・スタート・パルスを連続発生して前記ゲート駆動直接回路に供
給するプリチャージング・ゲート制御部とを具備することを特徴とする。
【００２２】
　前記プリチャージング・ゲート制御部はプリ・ゲート・スタート・パルスが供給される
第１入力ラインと、前記データ駆動直接回路のデータ出力を制御するデータ・エネーブル
信号が供給される第２入力ラインと、第１入力ラインからプリ・ゲート・スタート・パル
スをデータ・エネーブル信号の１クロックほど遅延させる第１遅延器と、前記第１遅延器
により遅延されたプリ・ゲート・スタート・パルスをデータ・エネーブル信号の１クロッ
クほど遅延させる第２遅延器と、前記第１入力ラインからのプリ・ゲート・スタート。パ
ルスと前記第２遅延器の出力信号を排他的論理和演算して前記第１及び第２ゲート・スタ
ート・パルスを連続に出力するゲート素子とを具備することを特徴とする。
【００２３】
　各フレーム毎に前記液晶パネルの１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セル
はブランキング期間に供給されるデータ信号により既にデータ信号が充電されることを特
徴とする。
【００２４】
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルに供給されるデータ信号の極
性反転はアクティブデータになる最小２クロック時間前になすことを特徴とする。
【００２５】
　前記１番目及び２番目ゲートラインと接続された液晶セルにデータを供給するのに必要
なゲート及びデータ制御信号は実効データになる最小２クロック時間前に供給されること
を特徴とする。
【００２６】
【作用】
　本発明は従来の液晶パネル駆動方法と対比して任意のｎ－２番目ゲートラインに対応す
るデータはｎ－２番目ゲートラインに接続された液晶セルとｎ番目ゲートラインに接続さ
れた液晶セルに同時に印加される。これにより、以前のフレームで液晶セルにすでにデー
タ信号を充電させることができると共にデータ信号をロードするのに必要な時間を減らす
ことができる。これにより、液晶セルに供給すべきデータ信号の量が多くなってもデータ
信号に必要な時間を増やせるので高解像度の画像を実現することができる。
【００２７】
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【発明の実施態様】
　以下、図６乃至図１０は本発明の実施例によるドット反転方式の液晶パネル駆動方法及
びその装置を説明するための図面である。
【００２８】
　図６を参照すると、本発明による液晶パネルの駆動装置は液晶セルにデータ信号を入力
する前にデータ信号をすでに充電するプリ・チャージング（Preーcharging）制御部（１
１）とを具備する。
【００２９】
　また、前記液晶パネルの駆動装置は液晶パネル（１０）と、液晶パネル（１０）にデー
タ信号を供給するデータ駆動ＩＣ（８）と、液晶パネル（１０）にスキャン信号を供給す
るゲート駆動ＩＣ（９）とを更に具備する。
【００３０】
　液晶パネル（１０）には多数の液晶パネルとこれらの液晶パネルのそれぞれに供給され
るデータ信号を切り換えるＴＦＴとが設置される。多数の液晶セルはデータラインなど（
ＤＬ１乃至ＧＬｍ）が交差する交差部にマトリックス形態で配列されて、これと共にＴＦ
Ｔも前記した交差部にそれぞれ位置される。
【００３１】
　データ駆動ＩＣ（８）はシフトレジスタとラッチを含めて、データ・シフト・クロック
（ＤＳＣ）に応答してデータビットをシフトさせてデータ出力エネーブル信号（ＤＯＥ）
に応答して１ライン分のデータをデータラインアド（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に同時に供給す
る。
【００３２】
　データ駆動ＩＣ（９）は画ゲートラインアド（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）を駆動するための多
数のステージを含めたシフトレジスタで構成されプリ・チャージング制御部（１１）から
の第１及び第２ゲート・スタート・パルスに応答してゲートラインアド（ＧＬ１乃至ＧＬ
ｍ）を順次に駆動する。
【００３３】
　プリ・チャージング制御部（１１）はｎ（ただし、ｎは０以上の整数）番目データライ
ンにｎ－２番目データラインに対応するデータが供給されるように第１及び第２ゲート・
スタート・パルスを連続発生するようなる。プリ・チャージング制御部（１１）はゲート
・スタート・パルス（preーＧＳＰ）を第１ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ１）とし
て遅延なくゲート駆動ＩＣ（９）に供給する。そしてプリ・チャージング制御部（１１）
はゲート・スタート・パルス（preーＧＳＰ）をデータ出力エネーブル（ＤＯＥ）の２ク
ロック時間ほど遅延させ第１ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ１）に続いて第２ゲート
・スタート・パルス（ＧＳＰ２）をゲート駆動ＩＣ（９）に供給する。
【００３４】
　プリ・チャージング制御部（１１）は図７に図示されたことのようにゲート・スタート
・パルス（preーＧＳＰ）入力ライン（１２）とゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）出
力ライン（１４）の間に直列接続された第１及び第２のＤフリップ・フロップ（Ｄ　flip
ーflop；１５、１６）とＸＯＲ（Exclusive　ＯＲ）ゲート（１７）とを具備する。
【００３５】
　ゲート・スタート・パルス（preーＧＳＰ）はＸＯＲゲート（１７）の第１入力端子に
供給されると同時に第１のＤフリップ・フロップ（１５）の入力端子（Ｄ）に供給される
。
【００３６】
　第１のＤフリップ・フロップ（１５）は第１入力ライン（１２）からのゲート・スター
ト・パルス（preーＧＳＰ）を第２入力ライン（１３）からデータ出力エネーブル・クロ
ック（ＤＯＥ）が入力されるまで遅延して第２のＤフリップ・フロップ（１６）に供給す
る。
【００３７】
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　第２のＤフリップ・フロップ（１６）は第１のＤフリップ・フロップ（１５）からのゲ
ート・スタート・パルス（preーＧＳＰ）をデータ出力エネーブル・クロック（ＤＯＥ）
が入力されるまで遅延してＸＯＲゲート（１７）の第２入力端子に供給する。
【００３８】
　ＸＯＲゲート（１７）は第１及び第２入力端子（１２、１３）に供給される信号を排他
的論理和演算してゲート駆動ＩＣ（９）に供給する。その結果、
ＸＯＲゲート（１７）は２データ・エネーブル・クロック時間を間に置いて連続的に第１
及び第２ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ１、ＧＳＰ２）を発生してゲート駆動ＩＣ（
９）に供給する。
【００３９】
　図８及び図９を参照すると、第１ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ１）がゲート駆動
ＩＣ（９）に入力されるとゲートライン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）に順次的にゲート・ハイ・
パルスが供給される。第１ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ１）に続いて、二ライン時
間後に第２ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ２）がゲート駆動ＩＣ（９）に供給される
。そうすると各ゲートラインに二ライン時間を間に置いて二つのゲート・ハイ・パルスが
連続的に供給される。ｎ番目ゲートラインに１番目に供給されるゲート・ハイ・パルスは
ｎ－２番目ゲートラインに二番目に供給されるゲート・ハイ・パルスと同期される。ｎ－
２番目ゲートラインに対応する液晶セルにｎ－２番目ゲートラインに接続された液晶セル
とｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルに同時に印加される。その結果、ｎ－２番目
ゲートラインとｎ番目ゲートラインそれぞれに接続された液晶セルは同一の極性のデータ
で充電される。ここで、ｎ－２番目ゲートラインとｎ番目ゲートラインとのそれぞれに接
続された液晶セルに供給されるデータは水平方向に隣接した液晶セルが相互反対極性に充
電されるよう相互逆極性を有する。同じく、ｎ＋１番目ゲートラインに１番目に供給され
るゲート・ハイ・パルスはｎ－１番目ゲートラインに二番目に供給されるゲート・ハイ・
パルスと同期される。ｎ－１番目ラインに対応するデータ信号はｎ－１番目ゲートライン
に接続された液晶セルとｎ＋１番目ゲートラインに接続された液晶セルに同時に印加され
る。その結果、ｎ＋１番目ゲートラインとｎ－１番目ゲートラインとのそれぞれに接続さ
れた液晶セルは同一の極性のデータ信号で充電される。また、ｎ＋１番目ゲートラインと
ｎ－１番目ゲートラインとのそれぞれに接続された液晶セルは水平方向で隣接した液晶セ
ル間で相互逆極性に充電されると共にｎ－２番目ゲートラインとｎ番目ゲートラインとの
それぞれに接続された液晶セルに対して垂直方向で相互逆極性に充電される。
【００４０】
　このようにゲートライン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）に２データ・エネーブル・クロック時間
を間に置いて連続的にゲート・ハイ・パルスを供給するようになると、任意のｎ－２番目
のゲートラインに対応するデータ信号はｎ－２番目のゲートラインに接続された液晶セル
とｎ番目ゲートラインに接続された液晶セルに同時に印加されるようなる。これにより、
以前のフレームの液晶セルに既にデータ信号を充電させることでフレームの液晶セルに充
電されるデータ信号を速く充電することができる。再度、図１０に図示されたことのよう
にゲートパルスが印加される時間（ｃ′）は画像の解像度別に固定されていることを考え
ると、前記に説明したことのように液晶セルに既にデータ信号を充電させることができる
のでデータ信号をロードさせるのに必要なデータ信号のスイッチング時間（ａ′）を減ら
せる。これにより、実際液晶セルにデータ信号が供給される時間（ｂ′）が増加するよう
になり結局ゲートパルスが印加される時間（ｃ′）を減らせる。結果的に、高解像度へ行
くほど液晶セルに供給すべきデータ信号が多くなって、多くのデータ信号の量を液晶セル
に供給することができるようなる。
【００４１】
　一方、液晶セル上の１番目及び２番目のゲートラインと接続される液晶セルはブランキ
ング（Blanking）区間のデータ信号により充電された後、アクティブデータ信号が供給さ
れる。このような液晶セルに供給されるアクティブデータ信号の極性反転はアクティブデ
ータ信号を供給する時点から最小２クロック（２Ｈ）以前になすべきである。また、デー
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小の２クロック（２Ｈ）時間以前に供給されるべきである。
【００４２】
【発明の効果】
　上述したように、本発明によるドット反転方式の液晶パネル駆動方法及びその装置は従
来の液晶パネル駆動方法と対比して任意のｎ－２番目ゲートラインに対応するデータはｎ
－２番目ゲートラインに接続された液晶セルとｎ番目ゲートラインに接続された液晶セル
に同時に印加される。これにより、以前のフレームで液晶セルにすでにデータ信号を充電
させることができると共にデータ信号をロードするのに必要な時間を減らせる。これによ
り、液晶セルに供給すべきデータ信号の量が多くなってもデータ信号に必要な時間を増加
させることができるので高解像度の画像を実現することができる。
【００４３】
　以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術思想を一脱しない範囲で多様な
変更及び修正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的な範囲は明細書の詳細
な説明に記載された内容に限らず特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
　前記目的以外に本発明の異なる目的及び特徴などは添付した図面を参照した実施例に対
する説明を通して明らかになるだろう。
【図１】　従来のドット反転方式の液晶パネル駆動装置のブロック構成図である。
【図２】　図１に示された各データラインに供給されるゲートパルスを表す波形図である
。
【図３Ａ】　ドット反転方式の液晶パネルなどの極性を表す図面である。
【図３Ｂ】　ドット反転方式の液晶パネルなどの極性を表す図面である。
【図４】　液晶セルに供給されるデータ信号及びゲートパルスの波形図である。
【図５】　液晶セルに印加される電圧波形図である。
【図６】　本発明の実施例による液晶パネル駆動装置のブロック構成図である。
【図７】　図６に示されたプリ・チャージング制御部を詳細に表した回路図である。
【図８】　図７に示された各データラインに供給されるゲートパルス信号を表す波形図で
ある。
【図９】　図７に示された具現回路図により液晶セルに供給されるデータ信号などの極性
パルス及びゲート・スタートパルス信号を表す波形図である。
【図１０】　液晶パネルに印加される電圧波形図である。
【符号の説明】
　１、８：データ駆動直接回路
　２、９：ゲート駆動直接回路
　３、１０：液晶パネル
　４、１９：フレーム・スタート位置
　５、１８：データ信号の極性反転
　６、２０：第１ラインデータ信号の極性
　７、２１：第２ラインデータ信号の極性
　１１：プリ・チャージング・ゲート制御部
　１２：プリ・ゲート・スタート・パルス入力ライン
　１３：データ出力エネーブル
　１４：ゲート・スタート・パルス出力ライン
　１５：第１のＤプリップ・プロップ
　１６：第２のＤプリップ・プロップ
　１７：排他的論理和回路



(9) JP 4152627 B2 2008.9.17

【図１】 【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４】

【図５】



(10) JP 4152627 B2 2008.9.17

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】



(11) JP 4152627 B2 2008.9.17

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ          　　　　　

(74)代理人  100101498
            弁理士　越智　隆夫
(74)代理人  100096688
            弁理士　本宮　照久
(74)代理人  100102808
            弁理士　高梨　憲通
(74)代理人  100104352
            弁理士　朝日　伸光
(74)代理人  100107401
            弁理士　高橋　誠一郎
(74)代理人  100106183
            弁理士　吉澤　弘司
(72)発明者  ソン　ホン　サン
            大韓民国　キョンサンブック－ド，クミ－シ，ファンサン－ドン，ナンバー２０５－７

    審査官  一宮　誠

(56)参考文献  特開平１１－０８５１１５（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－３５６７３９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－１０８２８８（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第９９／００４３８４（ＷＯ，Ａ１）
              特開平１１－３５２９３８（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６２－０５５６９４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G09G   3/00 - 3/38
              G02F   1/133



专利名称(译) 用于驱动点反转型液晶面板的方法和装置

公开(公告)号 JP4152627B2 公开(公告)日 2008-09-17

申请号 JP2001387923 申请日 2001-12-20

[标]申请(专利权)人(译) 乐金显示有限公司

申请(专利权)人(译) Eruji.菲利普斯杜天公司，有限公司

当前申请(专利权)人(译) Eruji显示有限公司

[标]发明人 ソンホンサン

发明人 ソン ホン サン

IPC分类号 G09G3/36 G02F1/133 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/3614 G09G3/3648 G09G2310/0251

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.505 G02F1/133.550 G09G3/20.621.A G09G3/20.621.B G09G3/20.642.A

F-TERM分类号 2H093/NA34 2H093/NB07 2H093/NB11 2H093/NC22 2H093/NC26 2H093/ND20 2H193/ZC20 5C006
/AC24 5C006/AC26 5C006/AF73 5C006/BB16 5C006/BF06 5C006/BF26 5C006/FA15 5C080/AA10 
5C080/BB05 5C080/DD05 5C080/DD09 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04

代理人(译) 臼井伸一
藤野郁夫
朝日 伸光
高桥诚一郎
吉泽博

审查员(译) 一宫诚

优先权 1020000079376 2000-12-20 KR

其他公开文献 JP2002202769A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于点反转系统的液晶面板驱动的方法和装
置，其适当地实现高分辨率的图像。解决方案：点反转系统的液晶面板
驱动方法包括用于向液晶单元提供对应于任意第（n-2）条栅极线的数据
的级，用于提供对应于的数据的级（n）到液晶单元的栅极线，以及用于
将与第（n-2）栅极线等对应的数据提供给连接到（n-2）的液晶单元的
级。第三栅极线，连接到第（n）栅极线的液晶单元等，通过使提供给第
（n-2）栅极线的第二栅极高脉冲与提供给第（n-2）栅极线的第一栅极
高脉冲同步。（n）栅极线。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e06421f6-ad47-42c3-aefc-525bcc29f951
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/019703346/publication/JP4152627B2?q=JP4152627B2

